
会議名称 　令和７年度　白山高等学校　第２回　学校運営協議会

開催日時 　令和７年12月22日（金）　

開催場所 　書面開催

出席者 　長島 和広、寺澤 みゆき、相原 陽子、佐藤 登、久保田 賢司、佐藤 元信、鍛代 千鶴

会議資料 　R7学校評価報告書（中間報告）

神奈川県立白山高等学校　学校運営協議会　開催結果

議事録

〇令和７年度の取組（中間報告）について
　　６名の委員からご意見をいただいた（主な意見を記載）。

　　【教育課程・学習指導】
　　　 ・ICTの活用から、学びを深めることへ視点を移していく必要がある。その上で、アナログとデジタルの適切な取捨
　　　　 選択ができるよう情報活用能力を育てて欲しい。
　　　 ・行事の狙いが子どもに伝わっていることが重要と思います。「なにをやるか」ではなく、行事を通してどんな力を
　　　　　つけるのかを周知するのが大事だと思います。

　　【生徒指導・支援】
　　　 ・SC,SSWを効果的に活用して、外部機関との連携を進めて欲しい。
　　 　・マナー、ルールは家庭との連携が大切と思います。小学校でも、保護者の考え方や常識が変わってきていて、指
導
　　　　の難しさを感じています。しかし、あきらめず伝えていくのが大切だと思います。

　　【進路指導・支援】
　　 　・本校で一部利用している生成AI「マイパレ」は探究学習の問いを立てることに特化したものである。先生方の
　　　 　負担を考えるとこのようなアプリの活用も検討してはどうか。
　　　 ・次期指導要領ではVUCAの時代の教育がうたわれるようです。私たち教育者自体が、学力観、職業に関する
　　　　 意識を変えていかないといけないと感じています。

　　【地域等との協働】
　　 　・反則金制度も導入されることから、今後も自転車の交通安全を呼び掛けて欲しい。
　　　 ・小学生も地域の方から注意を受けることが多いです。手本になっていただけると嬉しいです。

　　【学校管理・学校運営】
　　　 ・時間外在校時間を前年度よりも縮減できた要因分析等を踏まえ、継続した取り組みを進めて欲しい。
　　　 ・情報発信ツールをHPだけに頼らないほうがよいのかもしれません。HPと合わせ、短文、ショート発信のものと
　　　　 組み合わせるのがよいかなと思います。
　


